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令和元年度 入札監視委員会審議概要
中国四国防衛局

開 催 日 及 び 場 所 令和元年９月１０日（火）広島合同庁舎４号館１階第１２号会議室

委 員 森嶋 久雄（委員長／不動産鑑定士）
伊藤 博文（委員長代理／税理士）
谷村 吉弘（客員研究員）
田邊 尚（弁護士）
川西 澄（大学院准教授）

Ⅰ 建設工事等に関する審議

審 議 対 象 期 間 中国四国防衛局 平成３１年３月１日～令和元年６月３０日

審 議 対 象 件 数 ６０ 件

１．入札状況について（参加資格の設定、指名及び落札決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ６ 件 （審議概要）

一 般 競 争 （ 政 府 調 達 協 定 対 象 ） ０ 件 「抽出案件」
建 ・建設工事

一般競争（政府調 達協定対象外） ４ 件 ・建設コンサルタント業務等
設

公 募 型 指 名 競 争 ０ 件 「報告事項」
工 ・低入札事案について

指 名 競 争 ０ 件 ・不調事案について
事 ・指名停止等の措置状況について

随 意 契 約 ０ 件

建設コンサルタント業務等 ２ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの 【抽出案件】
意見・質問 ○建設工事

【一般競争入札（政府調達協定
○それに対する 対象外）】
回答等 《１術校(30補)大原給水施設整

備工事》

・応募のあった３者のうち、２ ・給水管工事には石綿管撤去が含
者が辞退し、結果１者となり契 まれており、法令により石綿作業
約されているが、入札辞退まで 主任者技能講習修了者を選任する
の流れ及び辞退についてどのよ 必要があり、講習修了者を確保で
うな理由が考えられるのか説明 きなかったことや、他の受注工事
いただきたい。 及び災害対応等による人員不足の

ため技術者を確保できなかったこ
とにより辞退したと聞いている。

・官側が入札参加者の辞退を把 ・電子入札のため、官側が辞退を
握できるのはどのタイミングな 把握できるのは、開札後である。
のか

・入札参加者は他の入札参加者 ・落札決定後に入札状況調書を公
が辞退していることはいつ知る 表するまで知ることは出来ない。
ことができるのか。

・評価点が低くても入札参加は ・入札資格を満たしていれば、参
できるのか。 加は可能である。
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意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの ・施工体制確認型総合評価方式 ・施工体制確認型総合評価の入札
意見・質問 ・短縮型の短縮型とはどういう 手続きを通常より短い期間で行う

ものか説明いただきたい。 ことである。
○それに対する
回答等

・短縮型は、契約手続きの省略 ・手続きの省略は行っていない。
をしていないのか。

・辞退した業者から内訳書を提 ・辞退した業者から内訳書は提出
出させているのか。 させていない。

○建設工事
【一般競争入札（政府調達協定
対象外）】
《出雲（３０補）ボイラ施設整
備機械その他工事》

・応募のあった４者のうち３者 ・４者の応募があり、２者が他工
が辞退し、結果１者となり３回 事を受注しため技術者の配置が出
入札されているが、入札辞退及 来なくなり、１回目の入札で辞退
び３回入札についてどのような した。２回目で２者共に予定価格
理由がが考えられるのか説明い 超過となり、３回目で１者がこれ
ただきたい。 以上入札額を下げることはできな

いものと判断し辞退した。３回目
の入札については、通常、入札回
数は２回を原則としているが、災
害復旧等のため緊急を要すること
から、入札不調対策として３回目
の入札を実施した。

・補足説明は通常１回目開札後 ・応札価格と予定価格に開きがあ
に行っていると思うが、入札２ る場合で、考え方に乖離がないか
回目開札後でも行うのか。 を確認する必要がある場合に補足

説明を行っている。補足説明につ
いては、入札回数に関係なく必要
に応じて行う。

・入札時に予定していた機材及 ・受注後に変更になることはあ
び下請業者を受注後に変更する る。
ことはあるのか。

・業者数が多ければ適正な競争 ・本件は適正な競争が行われたと
性が働くと思うが参加業者４者 考えているが、本件の参加業者数
は多いのか。 をもって、一律に判断することは

難しい。

○建設工事
【一般競争入札（政府調達協定
対象外）】
《１術校外（３０補）隊庁舎等
改修建築その他工事》
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意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの ・本件は１者応札であるが、競 ・応札価格に開きが少なく、入札
意見・質問 争性の観点から工事を建築工事 参加者の受注意欲及び入札継続希

と設備工事で分離して発注する 望があったこと及び補正予算によ
○それに対する ということは考えられなかった る緊急を要する工事であることか
回答等 のか説明いただきたい。 ら４回の入札を実施した。

また、入札回数が４回となった
理由についてもあわせて説明し
ていただきたい。 ・１者応札になった理由につい

て、入札説明書等を受領した業者
へ応募しなかった理由について確
認を行った結果、他工事を受注し
たことにより配置予定技術者の確
保が出来なくなったとのことであ
った。

・工事を分離した場合は、小規模
工事で工事費が少額の割に工期が
長くなり、配置予定技術者を拘束
することから応募者に敬遠され、
不調又は不成立になる恐れがあ
る。よって、工事規模を大きくす
ることにより、配置予定技術者を
工期内に効率よく配置させ、工事
を進捗させることが出来ることか
ら、本工事を一つにまとめて発注
した。

・入札参加者は入札の結果は、 ・入札１回目で落札者がいなけれ
電子入札システムで確認するの ば、参加業者へ２回目の入札への
か。 参加意思を電話にて確認し、入札

日時を設定し電子入札システムで
確認してもらっている。

○建設工事
【一般競争入札（政府調達協定
対象外）】
《美保(３０補)隊舎改修建築工
事》

・１者応札で入札回数２回とな ・１者応札となった理由につい
っている。予定契約金額は手ご て、入札説明書等を受領した業者
ろだと考えるが１者応札となっ へ応募しなかった理由について確
た理由についてどのような理由 認を行った結果、他工事を受注し
が考えられるか説明いただきた たことにより配置予定技術者の確
い。また、他の業者は考えられ 保が出来なくなったこと及び小規
なかったのか。 模工事で工事費が少額の割に工期

が長くなり採算が見込まれないこ
とが理由であった。

・入札価格の情報公開請求は可 ・可能である。
能なのか。

・１回目から２回目の入札まで ・特に決まっていない。案件ごと
の期間については決まっている に異なるが、補足説明等の内容確
のか。 認に必要な期間を入札参加業者と

調整し、次回入札日時を決めてい
る。
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意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの ○建設コンサルタント業務
意見・質問 【一般競争入札】

《中四国地区（３０補）土木工
○それに対する 事積算支援業務》
回答等

・本業務は発注者を支援する第 ・本業務が１者応札となった理由
三者技術者を活用する業務と考 としては、平成３０年７月の西日
えられるが、１者応札について 本豪雨災害以降、当局管内におい
どのような理由が考えられるの ては、官公庁を中心に災害復旧の
か説明いただきたい。 ための土木工事に係る設計及び監

理業務が多数発注されていること
から、技術者の確保が困難であっ
たことや防衛省の積算支援を行う
ために歩掛や積算要領を十分に理
解している技術者を配置すること
が求められるが、技術者を確保す
ることができなかったことが考え
られる。

・競争参加資格条件から参加可 ・想定は可能である。
能業者は想定できるのか。

○建設コンサルタント業務
【一般競争入札】
《徳島(３０補)設備工事監理業
務》

・設備工事監理業務は、他の地 ・２者の応募があり、１回目の入
域において複数応札での入札と 札で２者とも予定価格超過、２回
なっているが、この案件は２者 目の入札で１者が他地区の同種業
応札にも関わらず１者辞退で３ 務を受注していることから経費削
回の入札回数となっているがど 減をしてまで受注することはでき
ういった理由なのか。 ないと判断し辞退したと思われ

る。３回の入札については、価格
差に開きが少なく、入札参加者の
受注意欲及び入札継続希望があっ
たこと及び補正予算による緊急性
のある業務であることから３回目
の入札を実施した。

・他の監理業務は限りなく１０ ・落札業者は石川県の業者である
０％に近い価格で入札も回数も ことから交通費の差額ではないか
少ない回数で落札しているの と考える。
は、労務単価等や積算方法につ
いては公表されているためであ
ると説明を以前受けたが、今回
は１回目及び２回目の入札にお
いても価格がかけ離れているよ
うに思えるがどういった理由が
考えられるのか説明いただきた
い。

・落札業者は移動経費を負担し ・落札業者は営業区域を全国に展
てでも受注したかったのはどう 開しようとしており、発注業務と
いった理由が考えられるのか説 同一地域での受注実績は評価され
明いただきたい。 るので、移動経費を負担してでも

受注実績が欲しかったのではない
かと考える。



- 5 -

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの 【報告事項】
意見・質問

○低入札事案について（０件）

○それに対する
回答等 ○不調事案について（８件）

○指名停止等の措置状況につい
て（１件）

○委員会による なし
意見の具申
又は
勧告の内容

２．談合疑義案件の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 ０ 件 （審議概要）

工 談 合 情 報 ０ 件 なし

事 点 検 結 果 疑 義 ０ 件

業 談 合 情 報 ０ 件

務 点 検 結 果 疑 義 ０ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの なし なし
意見・質問

○それに対する
回答等

○委員会による なし
意見の具申
又は
勧告の内容
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３．入札結果の事後的・分析結果について

審 議 概 要 なし

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの
意見・質問 なし なし

○それに対する
回答等

○委員会による なし
意見の具申
又は
勧告の内容

４．再苦情処理（再説明請求回数）

再苦情申立件数 総件数 ０ 件 （備考）
（再説明請求件数）

なし
建 一般競争（政府調 達協定対象外） ０ 件

設 公 募 型 指 名 競 争 ０ 件

工 指 名 競 争 ０ 件

事 随 意 契 約 ０ 件

建設コンサルタント業務等 ０ 件

申立日 件 名 契約方式 内容等

再苦情申立概要
（再説明請求概要）

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの なし なし
意見・質問

○それに対する
回答等

○委員会による なし
意見の具申
又は
勧告の内容


